
調査 １－２－３ 添付資料 

 

 

環境観測技術衛星（ADEOS-II)「みどりⅡ」 

１００W単位の発生電力変動について 

 
 
 
図表集 

 
 
 
 
 
 
 

平成 16年 1月 9日 
独立行政法人 

宇宙航空研究開発機構 



ｼｬﾝﾄ電流 PCU入力電流 PDM温度 ｼｬﾝﾄ温度 特徴1 特徴２ 特徴３
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変化なし － －

注１　：　Ｎｏ．は、第４回調査部会報告（11月27日）時のもの
注２　：　『-』は、変化なしもしくは判断できない。
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図2-1 太陽電池パドル1系における発生電力変動の状況
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ｼｬﾝﾄ電流 PCU入力電流 PDM温度 ｼｬﾝﾄ温度 特徴1 特徴２ 特徴３

上段 1系
下段 2系

1系-2系 1系-2系 1系-2系
上段  T1
下段 T2
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注１　：　Ｎｏ．は、第４回調査部会報告（11月27日）時のもの
注２　：　『-』は、変化なしもしくは判断できない。
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図2-2 太陽電池パドル2系における発生電力変動の状況
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図２－３　日陰明け１分の関連データのトレンド
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図２－４　日陰明け30分の関連データのトレンド
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図２－５　日陰明け58分の関連データのトレンド
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図３－１ 「みどりⅡ」の電源系統図 
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図３－２ 発生電力変動回路の特定方法（概念図）
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図３－３　 8月24日における回路の特定（特徴１）
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図３－４　特徴１の発生メカニズムの考察(概念図)
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図３－５　特徴２の特定方法例（常時OFF状態のシャント回路番号の特定）
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図３－６　特徴２　発生メカニズムの考察(概念図)
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図３－７ 日照中の発生電力の復帰（特徴３）
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シャント

図３－８　特徴３の発生メカニズムの考察(概念図)

仮説１　シャントより上流での抵抗成分を持った短絡

＜５０V

A
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ー

＋

短絡
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れ
る

流れない
シャント
制御 バス電圧

約50V

衛星
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制御
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抵抗成分
を持った
短絡

仮説２　太陽電池アレー途中での短絡

仮説３　ブロッキングダイオード実装ラインの解放故障

ブロッキング
ダイオード

シャントOFFでは抵抗成分を持
った短絡側に電流が流れ衛星
負荷側には流れない

シャントOFFではバス電圧よりセ
ル間の電圧が低いため、衛星負
荷側には電流が流れない

シャントOFFでは開放して
いるので、衛星負荷側に
は電流が流れない開放
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［特徴１］
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回路４３ー６３のうちのどれか
(No.1 ［No.4で解消］)

［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［ 246810121416182022242628303234363840424446485052545658606264

図３－９　１００W発生電力変動回路の実装位置

［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［［
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サブシステム毎異常事象 RIU ＲＩＵ５AA詳細

ＡＯＣＳ 問題なし 2 SD PA PB AB AA

Ｃ＆ＤＨ 問題なし 1

RIU5 問題なし 5 - 3 0 4 2 RTN10 異常なし

RIU5以外 問題なし 1,2,3,4,6,7

ＭＤＰ 問題なし 1

ＥＰＳ パドル２系の電流が低下 3

2 - 4 2 - 1 RTN3 異常なし

5

4 - 6 3 - -

5

ＤＴ 問題なし 5 - 10 5 4 2 RTN21 異常なし

※ ＤＴＬ 送信電力が異常に低下 5

ＲＣＳ 問題なし 3 - 1 1 - 1 RTN2 異常あり

※
問題なし 3

4 18 - 22 13 RTN16 異常なし

RTN17 異常あり

ＶＭＳ 問題なし 7

※ - 3 4 4 3 RTN2 異常あり

RTN3 異常なし

RTN17 異常あり

5 - 19 16 - -

3

GLI 問題なし 7

POLDER 問題なし 6

ILAS-Ⅱ 問題なし 7

AMSR 問題なし 7

SeaWinds 問題なし 6

DCS 問題なし 7

TEDA 問題なし 7

※：AA  ・・・アクティブアナログテレメトリ
・・・異常発生箇所 　 　DTL・・・局地ユーザ送信系

　   ODR・・・光ディスクレコーダ
　   DMS・・・パドル動特性モニタ系

ＲＩＵ５詳細（TLM数）　　　　※

ＤＭＳ
ｽﾄﾛｰｸ信号およびｽﾄﾛｰｸﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀｰﾃ
ﾚﾒﾄﾘが増加、および加速度計ﾃﾞｰﾀ
(ﾐｯｼｮﾝﾃﾞｰﾀ)が変化

ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾓｰﾀ電流、気密容器内圧の
低下、一部のレーザダイオード電流

が増加

5

5

ＩＯＣＳ 問題なし

PDL 問題なし

図4-1 RIU特定テレメトリのオフセット発生状況（No.７，８）

TCS/PIU 問題なし

ＯＤＲ

異常はRIU#5のRTN2およびRTN17
にのみ発生している

　＜異常事象　概要＞

　（１）ＲＩＵ５に接続された特定の機器にのみ
  　   異常（オフセット)が発生

　（２）アクティブアナログ（ＡＡ）テレメトリ
  　  のみに発生

　（３）リターンラインの系統がRTN No.2
  　   およびRTN No.17にのみに発生。
　　　（RTN No.2、No.17は共通したRTN
    　を持つが他のRTNとはつながっていない）

　（４）加速度（PMA2）の異常も同時に発生

　（５）発生電流の変動と共に発生し、
  　    発生電流変動の消滅とともに消滅

　　　　発生タイミング：7/19 3:01～7/22 3:13

注）RTN2とRTN17はDMU内で接続
　　されているがそれ以外のRTNは
　　接続されていない
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・・・異常値

図4-2　7月19日　テレメトリ及び加速度データ異常
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RIU #1A

RIU #2A

RIU #5A

CU-A

ミッションデータ処理系
(MDP)

直接送信系

TX-A

テレメトリ受信局

ミッションデータ受信局

C&DH

他

AOCS

他

～

DMU

他

加速度ｾﾝｻ2
（PMA2）

ｽﾄﾛｰｸﾓﾆﾀ
（PSM)

GLI

他

・・・

・・・

・・・

・・・

RIU #1B

RIU #2B
CU-B TX-B

～

図４－３　衛星からのデータ伝送系概念図

RIU #5B

注：ＲＩＵは実際にはNO.1～７台×（A系＋Ｂ系）＝計１４台ある

・C&DH：通信及びデータ伝送系
・AOCS：姿勢軌道制御系
・DMU　：ダイナミクスモニタユニット
・RIU  　：リモートインタフェースユニット
・ＣＵ　　：セントラルユニット
・ＴＸ　　 ：送信機
・ＧＬＩ　  ：グローバルイメージャ１７



(１）日陰中に低下していた発生電力の日照中の復帰（特徴３）

＜５０V

（２）PSM電源電圧およびPMA2加速度データのオフセット

（３）短絡場所

HOT

RTN
PMA２

A

A

ー

＋

短絡

流
れ
る

流れない

加速度センサ２

（PMA2）

ストローク
モニタ
（PSM)

●

●

＋１２．５V
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ー１２．５V

RIU#5

～
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ー

図4－4　オフセット発生メカニズム

セル裏面と銅ハーネス間の短絡
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●
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図４－５(a)  ７月１９日との８日前の推定姿勢角の差分 
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図４－５(b)  ７月１９日との８日前の蓄積角運動量の差分 
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通常時における電流

異常時における電流
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：通常と異なる電流ループ
　により発生する力

：上記の力によりピッチ軸
　周りに発生する角運動量

図４－６　通常とは異なる電流ループにより発生した磁気モーメントと蓄積角運動量の概念図

PMA2

推定される短絡箇所
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　　　　　　食明けのロールレートピーク値のトレンド
図５－１　「みどり」における発生電力変動と
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注：平成８年９月１０日までは１日１～３周回のデータから、９月１１日以降は全周回（１４～１５回）のデータから各周回毎の最大値をプロット

第２回軌道面内制御 姿勢変動パターン変化 姿勢制御パラメータ変更(deg/sec)
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